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要　旨

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林北海道演習林において，1987 年から 2022 年に

かけて採集されたハナカミキリ亜科およびホソコバネカミキリ亜科昆虫（鞘翅目カミキリムシ

科）33 種についてリストとしてまとめ，出現時期，訪花植物，集来樹種，寄主植物について報

告した。

1．はじめに

　カミキリムシ科（鞘翅目）昆虫の大部分は樹木に依存する森林性昆虫である。そのうち，ハナ

カミキリ亜科とこれに近縁なホソコバネカミキリ亜科（以下，ハナカミキリ）の多くでは，成虫

は訪花性を示し，幼虫は枯死木や樹木の枯死部を利用する（小島・中村，2011；藤田ら，2018）。

そのため，ハナカミキリの多様性は，森林における木本植物の多様性や枯死木の発生状況，森林

の環境変化と密接に関係すると考えられる（佐山ら，2007）。

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林北海道演習林（以下，北海道演習林）は，北海

道中央部の北方針広混交林帯に位置し，木本植物 169 種から成る豊かな森林を有する（堀江ら，

2013）。北海道演習林では，天然林における択伐を主体とする森林施業が行われており，大面積
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の成熟した天然林が維持されているが，択伐による枯死木の減少も指摘されている（Nakagawa 

et al.,  2001）。伐採による林内環境の変化は，ハナカミキリ成虫が訪花する林床植物の量や開花

に影響を与えると同時に，枯死木の乾燥化などを介してハナカミキリ群集にも影響を与える可能

性がある。また，伐採によって発生した枝条や根株などの伐採残渣がハナカミキリの産卵場とし

て寄与している可能性もある。したがって，生物多様性を考慮した適切な森林管理を行うために

は，北海道演習林におけるハナカミキリ群集の動態をモニタリングすることは重要である。しか

しながら，これまで，北海道演習林におけるハナカミキリについての知見は，低標高地から 12

種の報告があるのみで（神田，1980），基盤となる情報が不足している。

　本研究は，北海道演習林のハナカミキリ相を解明することを目的として，複数のサンプリング

方法を用いてハナカミキリを網羅的に採集し，同定した。合わせて，種ごとに出現時期，訪花植

物，成虫の集来樹木，寄主植物についてまとめた。

2．材料と方法

　サンプリングは，北海道演習林全域を対象とした。1987 年 6 月，2004 年 7－8 月，2007 年 10

月，2008 年 5－9 月，2009 年 5－8 月，2010 年 6－8 月，2011 年 6 月，2021 年 7－8，10 月，

2022 年 6－7 月に任意採集によってハナカミキリを採集した。2021 年 10 月以降の調査では，幼

虫と蛹もサンプリング対象とし，調査地の林内にて，腐朽した倒木，切り株，落枝を鉈で削り，

生きた個体を採集した。サンプリングに際し，採集状況（植物の種，状態，および部位）を記録

した。植物種名は堀江ら（2013）に依拠した。

　2007 年から 2009 年は，任意採集に加え，トラップによるサンプリングを行った。サンケイ化

学製の白色衝突板トラップ（誘引剤：酢酸ベンジル，保存液：ソルビン酸水溶液，調査年：2007

－2009 年），サンケイ化学製の黒色衝突板トラップ（誘引剤：αピネン，エタノール，保存液：

ソルビン酸水溶液，調査年：2008－2009 年），および HOGA 製とチェコ製のマレーズトラップ

（保存液：ソルビン酸水溶液，調査年：2008－2009 年）を林内に設置し，成虫を採集した。調査

地点 1 地点につき，白色衝突板トラップ 2 基（2007 年：6 地点，2008 年：10 地点，2009 年：11

地点），黒色衝突板トラップ 1 基（2008 年：10 地点，2009 年：11 地点），マレーズトラップ 1 基

（2008 年：5 地点，2009 年：6 地点）を設置した。設置期間は 2007 年 8 月 7 日－10 月 1 日，

2008 年 5 月 30 日－9 月 20 日，2009 年 5 月 22 日－9 月 27 日とし，約 2 週間間隔でサンプルを回

収した。

　採集した成虫について，外部形態に基づき種レベルまで同定した。幼虫の場合，形態からの種

同定は困難であるため，飼育して羽化させるか，昆虫の DNA バーコーディングで用いられるミ

トコンドリア DNA のチトクロームオキシダーゼサブユニット I（COI）領域の塩基配列を決定

し，同定した。詳細な方法は以下のとおりである。幼虫の全身または摘出した筋組織より，
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PrepMan Ultra Reagent（Life Technologies）を用いて DNA を抽出した。各抽出 DNA について，

フォワードプライマー LCO1490（5ʼ-GGTCAACAAATCATAAAGATATTGG-3ʼ）とリバースプライ

マ ー HCO2198（5ʼ-TAAACTTCAGGGTGACCAAAAAATCA-3ʼ）（Folmer et al., 1994） を 用 い て，

COI 領 域 約 660 塩 基 を PCR 増 幅 し た。BigDyeTerminator v3.1 Cycle Sequencing Kit（Applied 

Biosystems）を用いてサイクルシーケンスを行い，次いで DNA シーケンサー ABI PRISM 3500xl

（Applied Biosystems）を用いてシーケンスを行った。得られた塩基配列について，成虫のそれと

比較することで種同定した。

3．結果と考察

　合計でハナカミキリ成虫 2 亜科 5 族 25 属 33 種 4627 個体，蛹 1 亜科 1 族 1 属 1 種 1 個体，幼

虫 1 亜科 3 族 8 属 11 種 292 個体が得られた（附表－1）。すでに生息の確認されている 12 種（神

田，1980）を含んでおり，本研究により新たに 21 種が追加された。

　17 種の植物の花より，28 種のハナカミキリ成虫が採集された（表－1）。訪花植物 1 種あたり，

得られたハナカミキリは 1－13 種で，特に多種のハナカミキリが訪花していたのはムクロジ科オ

ガラバナ Acer ukurunduense（14 種）とアジサイ科ノリウツギ Hydrangea paniculata（11 種）で

あった。ハナカミキリ 1 種あたり，訪花植物は 1－8 種で，最も多く植物種への訪花が見られた

のは，キタセスジヒメハナカミキリ Pidonia kurosawai Ohbayashi et Hayashi（8 種）とヤツボシハ

ナカミキリ Leptura mimica Bates（8 種）であった。これら 2 種は，北海道演習林において，訪花

植物に対する選好性が低く，ジェネラリストであると考えられる。一方，複数個体が花より採集

された種のうち，訪花植物が 1 種のみであったのは，キヌツヤハナカミキリ Corennys sericata 

Bates（ノリウツギ Hy. paniculata），クロサワヘリグロハナカミキリ Eustrangalis anticereductus 

Hayashi（セリ科オオハナウド Heracleum lanatum），カタキハナカミキリ Pedostrangalia femoralis 

(Motschulsky) （ オ オ ハ ナ ウ ド He. lanatum）， タ ケ ウ チ ホ ソ ハ ナ カ ミ キ リ Strangalia takeuchii 

Matsushita et Tamanuki（ウコギ科タラノキ Aralia elata）であった。これら 4 種は，いずれも複数

の科の植物に訪花するジェネラリストである（藤田ら，2018）。このうち，クロサワヘリグロハ

ナカミキリとカタキハナカミキリは，北海道演習林において，バラ科ホザキナナカマド Sorbaria 

sorbifolia の花より採集されている（神田，1980）。キヌツヤハナカミキリとタケウチホソハナカ

ミキリについては，北海道演習林における訪花植物はこれまで知られておらず，いずれも 2 個体

の訪花記録に過ぎない。そのため，個体群レベルで訪花植物に対する選好性を評価するには，さ

らなる採集データの追加が必要と考えられる。

　成虫の出現時期について，月ごとに上，中，下旬に分けた場合，7 月中下旬に出現種数のピー

クが見られた（表－2）。本研究のデータは，定量的なサンプリング手法に基づくものではないた

め，サンプリング頻度の違いの影響が考えられる。複数年に渡る採集記録を統合していることか
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ら，気候変化や年次変動の影響が加算され，発生期間が実際よりも過大に長く評価される結果と

なっている可能性もある。しかしながら，一般的に，ハナカミキリは種ごとに出現する時期があ

る程度決まっており，季節を通して長期間発生する種はわずかである（佐々木ら，1993；藤田

ら，2018）。そのため，ハナカミキリ群集の種組成の季節的変化について，ある程度の傾向を考

察することは可能である。5 月から 6 月に採集された 17 種（トラップによって当該時期に捕獲

された可能性のある種を含む場合，20 種；以下同じ）のうち，7 月以降に採集されなかったのは

2 種（0 種），7 月上旬まで採集されたのは 3 種（4 種），7 月中下旬まで採集されたのは 8 種（8

種），8 月以降も採集されたのは 4 種（8 種）であった。一方，8 月以降に採集された 15 種（19

種）のうち，7 月より前から採集されたのは 4 種（8 種），7 月上旬から採集されたのは 0 種（0

表－2　 東京大学北海道演習林におけるハナカミキリ亜科およびホソコバネカミキリ亜科成虫の
出現時期

+ 採集記録あり，（+）トラップ設置期間にあたるか死骸を採取したもので，発生期間である可能性あり。
5 月下旬から 10 月上旬まで（調査年：1987，2004，2007－2011，2021，2022 年）の調査に基づく。
上旬：1－10 日，中旬：11－20 日，下旬：21－31 日。
a 佐々木ら（1993）。
b 括弧内の数値は（+）を含む種数。
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種），7 月中下旬から採集されたのは 9 種（9 種），8 月以降のみ採集されたのは 2 種（2 種）で

あった。7 月中のみに採集されたのは 5 種（2 種）で，そのうち，中下旬のみは 2 種（1 種）で

あった。これらのことから，北海道演習林において 7 月中下旬に出現種数のピークが見られたの

は，春に出現する種の発生期間の終わりと夏に出現する種の発生期間の初めとが重なった影響が

大きいと推測される。今後，様々な環境条件ごとに定量的な調査を行うことで，北海道演習林に

おけるハナカミキリ群集の動態を詳細に解明できると考えられる。

　生立木枯死部，衰弱木，枯死木，老齢木上より，ハナカミキリ成虫 17 種が採集された（表－

3，附表－1）。これらのうち，5 種（アラメハナカミキリ Sachalinobia koltzei (Heiden)，ハイイロ

ハナカミキリ Rhagium japonicum Bates，エゾハイイロハナカミキリ R. heyrovskyi Podany，セアカ

ハナカミキリ Macroleptura thoracica (Creutzer)，ホソコバネカミキリ Necydalis pennata Lewis）は

訪花性がないか，乏しい種であった（藤田ら，2018）。花上だけでなく枯死木上の調査の重要性

を示している。

　枯死木より，ハナカミキリ幼虫，蛹，新成虫 11 種が採集された（表－4，附表－1）。野外活動

中の成虫は 28 種採集されており，その 39.3% であった。野外活動中の成虫に比べて種数が少な

いのは，幼虫期の生態が不明な種が大部分であることと，調べた樹種の少なさや調査期間の短さ

が原因と考えられる。未同定の広葉樹から得られた 2 種を除くと，マツ科トドマツ Abies 

sachalinensis（4 種），エゾマツ Picea jezoensis（5 種），カバノキ科ダケカンバ Betula ermanii（2

種），シラカンバ B. platyphylla var. japonica（3 種），ウコギ科ハリギリ Kalopanax septemlobus（1

種）の 5 樹種より得られた。クロハナカミキリ L. aetiops Poda とヤツボシハナカミキリ L. mimica

は，針葉樹と広葉樹にまたがる複数樹種から採集されており，北海道演習林という限られた範囲

においても広食性を示しているといえる。
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